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学
校
教
育
の
「
地
理
」
の
学
習
単
元
に
は
、
必
ず
地
図
学
習
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
、
イ

ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
地
理
教
科
書
も
同
じ
で
す
。
最
近
は
グ
ロ

ー
バ
ル
・
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
や
地
理
情

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
が
教
科
書
に
出
て
く
る
こ
と
も
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
シ
ス
テ
ム
は
国
土
地
理
院
に
あ
り
ま
す
。

　

道
路
地
図
、
住
宅
地
図
、
都
市

計
画
図
、
鉄
道
路
線
図
、
バ
ス
路

線
図
、
観
光
案
内
図
、
天
気
予
報

図
、
植
生
図
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
な
ど
、
私
た
ち

は
沢
山
の
地
図
に
囲
ま
れ
て
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
地
図
は
私
た
ち
の

生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　

国
土
地
理
院
は
、
国
土
交
通
省

に
設
置
さ
れ
た
測
量
行
政
を
行
う

機
関
で
、
日
本
国
内
の
基
本
図
で

あ
る
「
地
形
図
」
の
発
行
元
で

す
。
茨
城
県
つ
く
ば
市
の
敷
地
内

に
は
、
地
図
や
測
量
の
役
割
を
誰

も
が
楽
し
み
な
が
ら
体
感
で
き
る

施
設
「
地
図
と
測
量
の
科
学
館
」

（
入
館
無
料
）
が
併
設
さ
れ
て
お

り
、地
図
や
測
量
に
関
す
る
歴
史
、

原
理
や
仕
組
み
、
新
し
い
技
術
な

ど
が
総
合
的
に
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

科
学
館
屋
外
の「
地
球
ひ
ろ
ば
」

に
は
、
高
さ
約
２
㍍
、
直
径
約
22

㍍
の
「
日
本
列
島
球
体
模
型
」
が

あ
り
、
陶
板
に
焼
き
付
け
ら
れ
た

20
万
分
の
１
地
勢
図
が
球
体
の
表

面
を
覆
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
模
型

の
上
に
立
っ
て
見
下
ろ
す
日
本
列

島
は
、
高
度
約
３
０
０
㌔
㍍
の
人

工
衛
星
か
ら
見
下
ろ
し
た
地
表
に

相
当
す
る
も
の
で
、
東
ア
ジ
ア
地

域
に
お
け
る
わ
が
国
の
過
去
・
現

在
・
未
来
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ

な
気
付
き
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

古
代
の
日
本
は
、
朝
鮮
半
島
や

中
国
か
ら
、
水
田
稲
作
、
土
木
技

術
（
た
め
池
造
成
な
ど
）、
漢
字
、

仏
教
な
ど
の
進
ん
だ
文
化
を
取
り

入
れ
て
き
ま
し
た
。
朝
鮮
半
島
や

中
国
か
ら
日
本
を
見
る
と
、
海
の

向
こ
う
側
に
島
国
が
あ
り
、
そ
こ

ま
で
の
距
離
感
は
こ
の
球
体
模
型

上
か
ら
の
目
線
で
見
え
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
古
代
の
日
本
で
は
、

日
本
海
側
が
外
国
と
つ
な
が
る
玄

関
口
で
し
た
。

　

日
本
海
は
日
本
と
ユ
ー
ラ
シ
ア

大
陸
に
囲
ま
れ
た
大
き
な
湖
の
よ

う
に
見
え
ま
す
。
日
本
海
側
の
都

市
は
現
在
、
東
ア
ジ
ア
の
都
市
と

姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
で
お
り
、

ロ
シ
ア
や
韓
国
の
都
市
と
定
期
航

路
や
定
期
便
の
飛
行
機
で
結
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
港
、
韓
国
の
釜
山
港
や
仁
川

港
、
中
国
の
大
連
港
・
天
津
港
・

青
島
港
・
上
海
港
・
寧
波
港
な
ど

の
重
要
な
港
か
ら
、
東
南
ア
ジ
ア

や
北
ア
メ
リ
カ
に
向
け
て
太
平
洋

に
出
る
に
は
、
必
ず
日
本
付
近
の

海
峡
を
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

屋
内
の
展
示
室
１
階
に
は
「
日

本
列
島
空
中
散
歩
マ
ッ
プ
」
と
呼

ば
れ
る
巨
大
な
日
本
地
図
が
あ

り
、
専
用
の
赤
青
メ
ガ
ネ
（
３
Ｄ

眼
鏡
）
で
見
る
と
、
日
本
列
島
と

そ
の
周
辺
海
域
の
起
伏
が
立
体
的

に
見
え
ま
す
。
１
㍍
の
高
さ
か
ら

見
た
日
本
列
島
の
眺
め
は
迫
力
満

点
で
、
地
球
の
上
空
１
０
０
㌔
㍍

を
空
中
散
歩
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
ま
す
が
、
険
し
い
山
脈
や
狭
い

平
野
だ
け
で
な
く
、
水
面
下
の
海

溝
や
ト
ラ
フ
の
起
伏
ま
で
三
次
元

体
感
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

こ
の
地
図
を
見
る
と
、
日
本
列

島
（
東
日
本
）
が
い
か
に
深
い
海

溝
の
近
く
に
位
置
し
、
そ
の
海
溝

に
い
ま
に
も
飲
み
込
ま
れ
そ
う
な

状
況
に
あ
る
か
、
南
海
ト
ラ
フ
で

地
震
が
発
生
し
た
ら
い
か
に
短
時

間
で
大
津
波
が
到
着
し
て
し
ま
う

か
が
、
自
分
の
目
で
確
認
で
き
ま

す
。
日
本
の
国
土
が
い
か
に
脆
弱

か
が
体
感
で
き
る
の
で
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
花
燃
ゆ
」

で
伊
勢
谷
友
介
が
演
じ
る
明
治
維

新
の
精
神
的
指
導
者
・
吉
田
松
陰

は
、
20
歳
か
ら
の
数
年
間
、
遊
学

の
た
め
全
国
ほ
と
ん
ど
の
地
域
を

踏
破
し
「
地
を
離
れ
て
人
な
く
、

人
を
離
れ
て
事
な
し
。
故
に
人
事

を
論
ぜ
ん
と
欲
せ
ば
、
先
ず
地
理

　道路が趣味の対象になると考えたことがあ
りますか？　最近は本屋でも旅行や文化コー
ナーで道路趣味に関する書籍が並べられるよ
うになりました．道路は交通という機能を提
供する最も身近な土木施設ですが、道路好き
に道の何が面白いか尋ねてみると、国道の全
線走破や起終点訪問、酷道・旧道・廃道探索、
珍しい道路標識収集、橋やトンネル、ジャン
クションといった道路構造物など、次々にそ
の魅力を教えてくれます。もちろん道の駅訪
問も道路趣味の一つです。
　数年前から「どぼくカフェ」という企画を
全国で始めています。身の回りにある土木的

なるものの「面白さ」を共有し、無意識に過
ごしていた社会の魅力に気づく機会として、
最近では中学生から主婦まで参加していただ
けるようになりました。「どぼくカフェ」で
は毎年、道をテーマとした企画を開催してお
り「道ちゃん大集合！」と題した回には、全
国から多くの道好きが集い、文化としての道
の魅力に酔いしれました。
　国道標識が写った風景をカードにし、道に
関わる情報を記載した「道カード」を提案、
現在数百もの情報が集まっています。「道カ
ード」を道の駅で配布してみませんか？
　道の駅」は既に全国 1000 地点を超え、個
々の魅力を切磋琢磨して高めていますが，道
カードを集めるために道の駅巡りをしてもら
い、道カードにある風景を訪ねていただくこ
とは、複数の道の駅を連携させた地域全体の
魅力紹介にもお役に立てると思うのです。

シリーズ「国土教育」 生活に欠かせない地図と国土地理院

地図と測量の科学館で体感する「国土のかたち」

を
観
よ
」
と
い
う
言
葉
を
遺
し
て

い
ま
す
。「
地
図
と
測
量
の
科
学

館
」
に
い
る
と
、
時
代
や
社
会
を

読
み
解
く
鍵
は
、
国
土
や
地
理
に

あ
る
と
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
地
図
帳
や
パ
ソ
コ
ン
画
面

で
見
る
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
感

覚
で
す
。

　

校
外
学
習
、
修
学
旅
行
・
遠
足

等
の
際
に
、
国
土
地
理
院
の
「
地

図
と
測
量
の
科
学
館
」
を
利
用
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
６

月
28
日
ま
で
、
企
画
展
「
戦
災
か

ら
の
復
興
～
地
図
や
写
真
で
た
ど

る
復
興
の
道
の
り
と
国
土
の
変
貌

～
」も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。（
国

土
学
ア
ナ
リ
ス
ト
　
森
田
康
夫
）

７

科学館屋外の「地球ひろば」
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　建物が蔵づくり。和風モダンな雰囲

兵庫県養父市八鹿町高柳 241-1
国道 9号　TEL.079-662-3200

気で味わう八鹿豚のとんかつが人気メニューで
す。お土産処には但馬の特産品が揃い、直売所も
養父市にこだわった生鮮品がいろいろ。足湯コー
ナーを無料開放しています。観光・道路情報はや
ぶ市観光案内所でどうぞ。バスターミナルもあり。

大歩危
永本和明駅長

　国指定天然記念物・大歩危峡の絶景を

徳島県三好市山城町上名 1553-1
国道 32 号　TEL.0883-84-1489

望むロケーションが自慢です。�児啼き爺をはじめ
とする地元の妖怪達と、大歩危峡の地質や貴重な
石および世界の貴石を展示する「妖怪屋敷と石の
博物館」があります。売店でも天然石を使用した
アクセサリーや妖怪グッズが人気です。

南魚沼
小野塚昭治駅長

　地域住民と観光客が共生する道の駅を

新潟県南魚沼市下一日市 855
国道 1７号　TEL.025-783-4500

目指している。ＪＡは南魚沼産コシヒカリを主力
とする地元農産物の直売所を、お食事処は農業の
６次産業化を、観光協会はワンストップサービス
の総合案内所を、と関係機関が一丸となって取り
組み中。診療所、美術館も併設している。




